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2026年
〈開場〉13：30  〈開演〉14：00
6月7日日

〒692-0014 島根県安来市飯島町70  
TEL 0854–21–0101

最新情報はコチラをチェック▶

演奏曲

ピアノ
新居 由佳梨

カサド「親愛の言葉」
ヒンデミット「アルトホルンソナタ」
バーンスタイン「ウエストサイド・ストーリー（語り付き）」他

※演奏曲は変更になる場合があります。
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■プレイガイド
安来市総合文化ホール アルテピア
島根県民会館チケットコーナー/
オンラインチケット「シマチケ」
プラバチケットコーナー
米子市文化ホール
アクティブ・プロ

ゲッティーズ
オンライン
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〒692-0014 島根県安来市飯島町70  
TEL0854–21–0101 アルテピア

安来市総合文化ホール アルテピア

アルテピア総合案内

お問い合わせ

各種申し込み 期間 まで

https://www.artepia.jp

0854-21-0101 arte@artepia.jp
【メールの場合】●件名に｢ホルンの世界〇〇（無料チケット、託児、タクシー、イヤホンのいずれか）｣、と記入し、
本文に❶利用者全員の氏名（フリガナ）、❷子どもの年齢（大人の年齢不要）、❸当日つながる電話番号をご記入ください。
●お申込み後、5日以内に連絡がない場合は、アルテピアまでご連絡ください。

無料託児サービス 対象：０歳2ヶ月～
未就学児まで

情報支援用イヤホン無料レンタル

無料送迎
タクシー 13：00

要予約

安来駅発 アルテピア

アルテピア発 安来駅終演後

3/21土 5/31日

東京藝術大学、同大学大学院を経
て、スイス国立ジュネーヴ音楽院修
了。第7回イタリア・モノポリ国際ピアノ
コンクール第3位ほか受賞多数。ヨー
ロッパでの音楽祭をはじめ、全国各地
で様 な々コンサートに出演中。

©Shinishiro Saigo

福川伸陽
 ふくかわ のぶあき 〈ホルン〉

世界的に活躍している音楽家の一人。NHK交響楽団奏者としてオーケスト
ラ界にも貢献した。ソリストとして、NHK交響楽団、パドヴァ・ヴェネト管弦楽
団、京都市交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団と共演。東京音楽大
学准教授。

新居由佳梨 〈ピアノ〉

注目
ポイント

ホルンって、こんなに自由でドラマティック！豪華2本立

●小学生のみ・・・・・・・・無料 ※保護者同伴（半額）
●同伴者（19歳以上）・・・小学生1名の同伴につき、

1名分の料金が1,500円
お申し込から1週間以内にご来館してチケットをお受け取りください。

＆同伴者半額
小学生無料

※アルテピアパートナーズクラブ割引、当日券はアルテピアのみで販売いたします。
※18歳以下券の方は、当日入場時に身分証（生年月日が分かるもの）をご提示いただきます。
※小学生以下は保護者同伴（有料）でお越しください。
※車イススペースをご希望の方はアルテピアまでご相談ください。

チケット料金
［全席自由］

一般

18歳以下

パートナーズクラブ割引
5/31（日）まで

2,500円

1,000円
3,000円

1,500円

前売

3,500円

2,000円

当日

3月21日土10：00~

※3歳未満入場不可

チケット販売

先着順

前半 ホルンの本質にふれる第一章
世界で活躍するホルニスト、福川伸陽は、ホルンの可能性をトークと演奏で遊ぶように魅せてくれます。
クラシックの名曲を軸にホルンとピアノの繊細な対話をたっぷり解説付きでお届け。
ひとつひとつのフレーズに込められた背景や音の秘密を聞けば、聞こえ方が一変する体験になるはずです。

後半 朗読×音楽で紡ぐ『ウエスト・サイド・ストーリー』
誰もが知る不朽の名作『ウエスト・サイド・ストーリー』の世界を福川伸陽の語りと音楽で構築。
物語のシーンを音で描き、登場人物の感情をホルンとピアノで表現する、ユニークでドラマティックな仕掛けです。
「ホルンって、こんなにも幅広い表現をするのか！」と驚く声が、これまでの公演でも多く聞かれています。

要予約

要予約


